
珈
人
余
賛
同

匹
翡
雰
疇
go

用
理
る
ス
本
め
年
ま

地
球
科
学
が
専
門
の
研
究

使
処
す
ラ
ヒ
埋
万
れ
．

・
技
術・
教
育
に
携
わ
る
人

の
再
生
ガ
醐
に
10
わ

発

発
を

ら
い

じ、(
[

屁

三

言

の
地
層
処
分
計
画
の
中
止

処

射
化
深
間
が

と、
開
か
れ
た
検
討
機
関
の

層

放
固
り
人
離

設
置
を
求
め
る
声
明
を
発
表

．

一`

言

尉
直

し
ま
し
た。
同
日、
声
明
を
．．．一

闘且
＂ぃ
こ
"[
建汀

内
で
会
見
し
ま
し
た。
賛
同
長
県
対
馬
市
の
市
長
が
選

者
は
3
0
0
人
余
に
な
る
と
定
の
第
1
段
階
で
あ
る
文
献

い
い
ま
す。
声
明
は
今
後、

調
に
応
募
し
な
い
と
表
明

関
連
学
会、
政
府
な
ど
に
送
す
多一
方、
北
海
道
寿
都

付
し
ま
す。

（
すっ
つ）
町
と
神
恵
内（
か

変
動
帯
日
本
に

地
層
処
分
の
適
地
な
い

翡悶計画中止求め
1

も
え
な
い）
村
で
調
査
を
受．
強
調
し
て
い
ま
す。

け
入
れ、
調
査
報告
書
を
待

そ
の
上
で、
日
本
学
術
会

つ

段階
で
す。

議
が
2
0
1
2
年
に
公
表
し

一

赤
井
氏
は、
政
府
が
地
層
た「
回
答」
を
踏
ま
え、「
科
学

処
分
と
決
め
た
経
過
を
た
ど
的
根
拠
に
乏
し
い
最
終
処
分

り
「
科学
的議
論
に
ふ
た
を
法
は
廃
止
し、
地
上
で
の
暫

し
て、
地
層
処
分
あ
り
き
に
定
保管
を
含
む
原
発
政
策
の

進
ん
だ。
科
学
的議
論
に
立
見
直
し
を
視
野
に、
地
層
処

ち
返
ら
な
け
れ
ば。
趣
旨
に
分
あ
り
き
の
政
策
を
再
検
討

賛
成
の
方
を
もっ
と
広
げ
た
す
べ
き
だ」
と
し
て、
中立
で

い」
と
述
べ
ま
し
た。
，

開
か
れ
た
第
三

者機
関
設
置

声
明
は、
日
本
列
島
が
地
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す。

殻
活
動
の
活
発
な
世
界
最
大

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加し
た

級
の
変
動
帯
に
お
か
れ
て
い
岡
村聡・

北海道
教
育
大
学

る
と
指
摘。
「
今
後
10
万
年
名
誉
教
授
は
「（
地
層
処
分

間
に
わ
た
る
地
殻
の
変
動
に
は）
将
来
世代
に
対
し
て
責

よ
る
岩盤
の
脆
弱
（
ぜ
い
じ
任
を
持
つ
こ
と
に
は
な
ら
な

ゃ
く）
性
や
深
部
地
下
水
の
い。
安
全
面
を
第一
に
考
え

状
況
を
予
測
し、
地
震
の
影
る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
責
任」

響
を
受
け
な
い
安
定
し
た
楊
と
述
べ、
拙
速
な
判
断
を
す

所
を
具
体
的
に
選
定
す
る
こ
べ
き
で
は
な
い
と
し
ま
し

と
は、
現
状
で
は
不
可能」
と
たo

.

.
 


